
蔵
の
代
で
あ
る
。
文
蔵
の
妻
・
む
ら
の
支

え
で
各
界
の
ご
愛
顧
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
を
転
機
に
高
級
品
を
扱
い
始
め
、

後
に
徳
川
家
御
用
商
と
も
な
っ
た
。

3
代
目
・
代
次
郎
は
、
経
営
の
近
代
化

を
図
っ
た
。
外
国
産
の
果
物
や
種
子
の
輸

入
、
国
産
果
物
の
品
質
改
良
に
力
を
入
れ

た
。
日
本
初
の
果
物
専
門
店
を
創
立
し
、

千
疋
屋
の
基
礎
を
創
っ
た
。

4
代
目
は
、
日
本
初
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ラ
ー
を
創
業（
1
9
2
5
年
）、
浅
草
、
丸
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老
舗
と
い
う
と
「
伝
統
」
と
い
う
概
念

が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
老
舗
は

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
経
営
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
し
か
生
ま
れ
な
い
。

1
7
0
余
年
の
歴
史
を
誇
る
千
疋
屋
総
本

店
も
代
々
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
っ
た

も
の
で
あ
る
。
同
社
の
沿
革
と
発
展
の
軌

跡
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
分
か
る
。

千
疋
屋
の
創
業
は
、
今
か
ら
1
7
4
年

前
、
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
5
年（
1
8

3
4
年
）で
あ
る
。
武
蔵
の
国
埼
玉
郡
千

疋
の
郷（
現
・
埼
玉
県
越
谷
市
）の
侍
で
あ

っ
た
初
代
・
大
島
弁
蔵
が
、
現
・
東
京
都

日
本
橋
人
形
町
に
「
水
ぐ
わ
し
安
う
り
処
」

（
水
ぐ
わ
し〈
水
菓
子
〉は
、
甘
い
果
物
の

こ
と
）の
看
板
を
掲
げ
、
果
物
と
野
菜
類

を
商
う
店
を
構
え
た
。
当
時
は
庶
民
向
け

の
店
で
あ
っ
た
。

高
級
品
店
化
し
た
の
は
、
2
代
目
・
文

高
級
フ
ル
ー
ツ
を
扱
う
老
舗
と
し
て
名
高
い
「
千
疋
屋
」。
千
疋
屋
総
本
店
の
年
間
売
上
高
は
40
億
円
ほ
ど
で
は
あ
る

が
、
圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
ち
、
顧
客
の
信
頼
も
厚
い
。
な
ぜ
、
か
く
も
知
名
度
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
た
り
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
弛
ま
ざ
る
経
営
革
新
が
あ
っ
た
。

叶
芳
和
（
評
論
家
・
帝
京
平
成
大
学
教
授
）

2005年9月にオープンした新本店、日本橋本店の店内。

信
頼
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

創
っ
た
老
舗
ブ
ラ
ン
ド

顧
客
第
一
主
義
の
家
訓
・
店
是

3
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ま
た
、
千
疋
屋
は
日
本
の
果
物
文
化
の

創
始
者
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
日

本
の
果
物
の
歴
史
は
浅
い
。
江
戸
時
代
に

は
柿
な
ど
在
来
の
も
の
し
か
な
く
、
今
日

見
ら
れ
る
果
物
の
多
く
は
明
治
以
降
に
普

及
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
10
年（
1
8

7
7
年
）に
跡
を
継
い
だ
3
代
目
は
外
国

産
果
物
の
輸
入（
パ
パ
イ
ヤ
、
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
、
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な

ど
）
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
や
ビ
ワ
な

ど
の
栽
培
を
行
な
い
、
多
彩
な
果
物
が
日

本
人
の
食
卓
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
は
果
物
イ
コ
ー
ル
千
疋
屋
で
あ
っ

た
。
千
疋
屋
と
一
緒
に
果
物
の
文
化
が
創

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
治

期
は
富
裕
層
し
か
果
物
は
食
べ
ら
れ
な
か

っ
た
。

東
京
都
中
央
区
、
日
本
橋
三
井
タ
ワ
ー

の
内
な
ど
に
大
規
模
な
直
営
店
を
開
設
す

る
な
ど
、
3
代
目
の
方
針
を
積
極
的
に
推

進
し
た
。
ま
た
、
千
疋
屋
農
場
を
創
設
し

て
、
多
種
多
様
な
果
物
を
栽
培
し
、
さ
ら

な
る
品
種
改
良
を
目
指
し
た
。
株
式
会
社

に
改
組
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。

5
代
目
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
当
た

り
、
関
東
各
地
に
店
を
次
々
と
開
き
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
総
合
食
品
業
態
へ

発
展
さ
せ
た
。

つ
ま
り
、
ど
の
代
を
と
っ
て
も
、
変
化

の
連
続
で
あ
り
、
経
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
。
老
舗
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
付
き
物
だ
。
何
百
、
何
千
と
あ
る
会
社

の
中
で
、
多
く
は
時
代
の
変
化
に
つ
い
て

行
け
ず
潰
れ
る
。
生
き
残
っ
て
い
る
の
は
、

経
営
を
革
新
し
て
時
代
に
適
応
し
た
企
業

だ
け
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
た
か
ら
老
舗
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。
老

舗
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
現
象
で
あ

っ
て
、
因
果
関
係
は
逆
で
は
な
い
。

の
1
・
2
階
に
あ
る
千
疋
屋
総
本
店
（
6

代
目
・
大
島
博
社
長
）の
本
店
は
、
1
階

が
フ
ル
ー
ツ
＆
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
カ

フ
ェ
、
2
階
は
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
＆
レ

ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
1
階
の
フ
ル
ー
ツ
シ

ョ
ッ
プ
は
駅
前
商
店
街
で
よ
く
見
か
け
る

果
物
店
と
は
少
し
違
う
。
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ

ン
、
柿
等
々
が
山
と
積
ま
れ
一
見
し
て
果

物
店
と
わ
か
る
光
景
で
は
な
い
。
1
個
1

個
に
価
格
が
付
い
て
、
行
儀
よ
く
並
べ
ら

れ
て
あ
る
。
価
格
は
驚
く
ほ
ど
高
い
。

メ
ロ
ン
は
1
個
1
万
円
か
ら
最
高
2
万

1
0
0
0
円
の
値
札
が
付
い
て
い
た
。
す

べ
て
静
岡
産
だ
。
ト
レ
ー
サ
ー
の
た
め
、

管
理
札
が
付
い
て
お
り
、
農
家
番
号
が
書

い
て
あ
る
。
果
物
の
売
上
の
3
割
は
メ
ロ

ン
で
あ
る
。
店
の
人
は
、「
う
ち
は
メ
ロ

ン
屋
で
す
」
と
言
う
。

完
熟
マ
ン
ゴ
ー（
宮
崎
産
）は
1
個
3
万

1
5
0
0
〜
3
万
6
7
5
0
円
で
あ
る
。

取
材
に
訪
れ
た
こ
の
日
が
初
荷
と
の
こ

と
。
イ
チ
ゴ（
香
川
産
）12
粒
桐
箱
入
り
6

8
2
5
円
、
18
粒
同
4
7
2
5
円
。
リ
ン

ゴ
・
む
つ（
青
森
産
）1
個
1
0
5
0
円
、

サ
ン
ふ
じ（
同
）1
2
6
0
円
。
デ
コ
ポ
ン

（
長
崎
産
）1
個
1
5
7
5
円
。
ス
イ
カ

（
高
知
産
）1
個
5
2
5
0
円（
当
日
店
頭

に
は
な
か
っ
た
が
、
熊
本
県
植
木
町
産
の

V
S
ス
イ
カ
は
普
通
の
大
き
さ
で
1
個
1

万
円
）。
高
い
価
格
ば
か
り
で
あ
る（
い
ず

れ
も
3
月
21
日
現
在
）。
し
か
し
、
お
客

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
出
入
り
し
て
い
る
。

おおしま・うしお●1968年生まれ。
89年慶應義塾大学商学部卒業後、
大手建設会社に入社。95年㈱千疋
屋総本店入社。2000年取締役就任。
店舗の運営から新商品の開発、新
規出店、ネット販売など幅広い業
務を手がけると同時に、バイヤー
として仕入れも行なう。

㈱千疋屋総本店
取締役企画・開発部長

創業。江戸庶民の店として、「水ぐわし安うり処」 
の看板を掲げ、果物と野菜類を商う。 
 
2代目文蔵、幕末著名人のご愛顧を受ける。 
高級品を取り扱い、徳川家御用商に。 
 
3代目代次郎、経営の近代化。外国産果物 
の輸入、種子輸入、国産果物の品種改良。 
我が国初の果物専門店誕生。 
 
現・京橋千疋屋をのれん分け。 
 

現・銀座千疋屋をのれん分け。 
 

4代目、日本初のフルーツパーラー創業 
（銀座松屋）。 
千疋屋農場を創設し（東京都世田谷区）、 
果物の品種改良を目指す。 
 
5代目、支店（売店）網を拡充。 
幅広く食材を扱う総合食品業態へ。 
 
6代目・大島博氏、代表取締役社長就任。 
リバイタルプロジェクト着手。 
ロゴ・マーク、新デザイン導入 
（2002年、漢字からローマ字へ）。 
Webによる通販開始。 
 
羽田空港店開設。 
 

日本橋三井タワー新本店オープン。 

 

1834年 
（天保5年） 

 
1864年 
（元治元年） 

 
1877年 
（明治10年） 

 
 

1881年 
（明治14年） 

1894年 
（明治27年） 

1925年 
（大正14年） 

 
 
 

1960年 
（昭和35年） 

 
1998年 
（平成10年） 

 
 
 
 

2004年 
（平成16年） 

2005年 
（平成17年） 

千疋屋総本店の歴史

千
疋
屋
総
本
店
の
果
物
は
、
贈
答
用
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
顧
客
は
50
〜

60
代
が
主
流
の
よ
う
だ
。
法
人
需
要
も
多

い
。
最
近
は
、
30
歳
前
後
の
若
い
人
た
ち

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
購

入
し
て
い
る
よ
う
だ
。

千
疋
屋
は
高
級
・
高
価
格
の
贈
答
用
が

主
体
で
あ
る
が
、
最
近
は
高
級
路
線
は
引

き
継
ぐ
も
の
の
、
個
人
需
要
の
開
発
に
力

を
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
長
期
停
滞
で
法
人
需
要（
社
用
の
贈
答

用
）
が
低
迷
し
た
こ
と
を
受
け
た
動
き
だ
。

富
裕
層
の
多
い
玉
川
高
島
屋
店
は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
の
よ
う
だ
。
な
お
、
最

近
、
一
番
売
上
が
伸
び
て
い
る
店
舗
は
羽

田
空
港
店
で
あ
る（
売
上
高
ト
ッ
プ
）。
東

京
か
ら
の
お
土
産
と
し
て
、
千
疋
屋
の
果
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物
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

産
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
。
同
社
の
取
締
役
で
企
画
・
開
発
部
長

の
大
島
有
志
生
氏
に
よ
る
と
、「
出
荷
時

期（
旬
）や
大
き
さ
な
ど
、
東
京
市
場
の
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
な
が
ら
協
力

し
て
い
る
」。
3
代
目
、
4
代
目
は
国
産

果
物
の
品
種
改
良
ま
で
手
を
出
し
、
果
物

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
が
、
現
在
は
そ

こ
ま
で
の
関
与
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、

千
疋
屋
と
取
引
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
な
ス
テ
ー
タ

ス
で
あ
る
。
そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
品
質
向
上
の
努
力
を
重
ね
る
。
千

疋
屋
は
産
地
の
底
上
げ
に
寄
与
し
、
ま
た

日
本
の
果
物
の
高
級
化
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
と
い
え
よ
う
。

「
一
番
美
味
し
く
て
、
安
全
で
、
見
栄
え

の
あ
る
も
の
」。
こ
の
3
基
準
が
、
千
疋

屋
が
商
う
果
物
の
選
定
基
準
で
あ
る
。
仕

入
れ
は「
市
場
外
」は
原
則
行
な
わ
な
い
。

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
も
あ
っ
て
、
99
％
卸
売
市

場
を
通
し
て
い
る
。
市
場
の
仲
卸
業
者
の

情
報
な
ど
、
多
く
の
人
の
目
を
経
由
し
て

選
ば
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
自
体
良
い
も
の

で
あ
る
確
率
が
高
い
と
い
う
考
え
も
あ
る

よ
う
だ
。
輸
入
品
も
美
味
し
い
も
の
で
あ

れ
ば
取
り
扱
う
。
現
在
、
2
割
は
輸
入
品

で
あ
る
。

し
か
し
、
果
物
は
実
際
に
食
べ
て
み
な

い
と
美
味
し
い
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
リ

ス
ク
が
あ
る
。
高
い
金
額
を
払
っ
て
当
た

り
は
ず
れ
が
多
い
と
、
次
第
に
消
費
者
は

遠
の
く
。
高
額
の
贈
答
用
に
使
わ
れ
る
の

は
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

千
疋
屋
の
商
品
に
は
リ
ス
ク
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

大
島
有
志
生
部
長
に
よ
る
と
、「
リ
ス
ク

は
確
率
で
す
。
バ
イ
ヤ
ー
の〝
経
験
〞で
良

い
品
を
掴
む
確
率
を
高
め
る
」。「〝
安
く

て
良
い
も
の
〞と
考
え
る
か
ら
無
理
が
出

る
。
う
ち
は〝
高
く
て
も
い
い
か
ら
良
い

も
の
〞と
い
う
考
え
で
仕
入
れ
る
。
だ
か

ら
良
品
の
確
率
が
高
い
。
ス
ー
パ
ー
は
1

個
5
0
0
0
円
、
1
万
円
の
品
物
を
置
け

な
い
。
安
く
仕
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
リ
ス
ク
が
高
い
。
千
疋
屋
は
高
価
格

で
も
売
れ
る
の
で
妥
協
し
な
く
て
も
よ

い
。
だ
か
ら
良
品
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
リ
ス
ク
が
小
さ
い
か
ら
、
信
頼
さ

れ
、
結
局
、
高
く
売
れ
る
。
良
循
環
で
す
」。

1
0
0
年
以
上
か
け
て
創
っ
た
良
循
環
で

あ
る
。

信
頼（
低
リ
ス
ク
）＝
高
価
格
、
こ
の
良

循
環
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
顧
客
の

間
に
「
千
疋
屋
は
満
足
で
き
る
も
の
を
売

っ
て
い
る
」
と
い
う
信
用
と
信
頼
が
出
て

く
る
。
価
格
は
高
い
が
リ
ス
ク
は
な
い
。

つ
ま
り
、
商
品
に
ウ
ソ
が
な
い
。
大
島
部

長
は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
当
た
り

前
に
や
っ
て
い
る
だ
け
。
ウ
ソ
を
つ
か
な

い
こ
と
が
千
疋
屋
の
老
舗
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
を
創
っ
た
と
思
う
」
と
言
う
。
良

品
＝
安
心
・
信
頼
の
積
み
重
ね
が
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

近
年
、
食
品
業
界
は
賞
味
期
限
や
原
料

の
偽
装
問
題
で
信
用
を
失
う
企
業
が
続
発

し
て
い
る
が
、
千
疋
屋
は
家
訓
・
店
是
を

守
り
、
儲
け
主
義
に
走
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
ブ
ラ
ン
ド
の
蓄
積
に
つ
な
が
っ
た
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
信
頼
」
の
2
つ

が
、
老
舗
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
「
千
疋
屋
ブ
ラ
ン
ド
」
で
あ
っ
て
、
産

地
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
い
。
お
客
さ
ん
は
、

静
岡
○
○
産
の
メ
ロ
ン
で
は
な
く
、
千
疋

屋
の
メ
ロ
ン
を
買
い
に
来
て
い
る
の
で
あ

る
。
千
疋
屋
が
セ
レ
ク
ト
し
た
商
品
だ
か

ら
、
良
い
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
買
う
の

で
あ
る
。
よ
く
話
題
に
な
る
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
で
は
な
く
、「
店
」
が
ブ
ラ
ン
ド

な
の
で
あ
る
。

千
疋
屋
総
本
店
は
企
業
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
、
産
業
組
織
論
の
視
点

か
ら
見
た
場
合
、
日
本
の
果
物
産
業
の
市

場
成
果
は
良
好
と
は
言
い
が
た
い
。

果
物
市
場
は
成
長
産
業
で
あ
る
。
表
①

に
示
す
よ
う
に
、
果
物
の
国
内
供
給
量
は

1
9
6
0
年
代
に
大
き
く
伸
び
、
そ
の
後
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も
緩
や
か
な
が
ら
増
大
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
輸
入
依
存
の
成
長
で
あ
る
。

輸
入
量
は
70
年
代
前
半
に
は
1
5
0
万
t

程
度
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
5
5
0
万
t

近
く
に
達
し
て
い
る
。

他
方
、
国
内
生
産
は
大
き
く
減
少
し
た
。

国
内
生
産
の
ピ
ー
ク
は
79
年
の
6
8
5
万

t
で
あ
っ
た
。
最
近
2
年
の
果
実
生
産
量

は
3
4
7
万
t（
05
〜
06
年
）で
、
ピ
ー
ク

比
半
減
で
あ
る
。
特
に
ミ
カ
ン
の
生
産
後

退
が
目
立
つ
。
ミ
カ
ン
生
産
は
79
年
の
3

6
2
万
t
か
ら
、
99
万
t
へ
と
、
3
分
の

1
に
な
っ
た
（
ミ
カ
ン
を
除
く
と
ピ
ー
ク

比
2
割
程
度
の
減
少
で
あ
る
）。
た
だ
し
、

表
②
に
示
す
よ
う
に
、
生
産
金
額
の
下
落

は
小
さ
い
。
こ
れ
は
価
格
上
昇
を
意
味
し
、

生
産
コ
ス
ト
上
昇
も
あ
る
が
、〝
高
級
化
〞

を
反
映
し
た
動
き
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
指
標
は
、
日

本
人
の
果
物
消
費
量
が
国
際
的
に
見
る
と

か
な
り
低
い
こ
と
だ
。
表
③
に
示
す
よ
う

に
、
F
A
O
資
料
に
よ
る
と
、
1
人
当
た

り
年
間
果
物
消
費
量
は
、
日
本
は
55
o
。

こ
れ
に
対
し
ト
ッ
プ
の
オ
ラ
ン
ダ
は
1
8

2
o
、
ギ
リ
シ
ャ
は
1
4
7
o
で
あ
る（
03

年
）。先
進
国
の
消
費
水
準
は
概
し
て
高
く
、

E
U
15
カ
国
平
均
1
1
7
o
、
米
国
1
1

4
o
で
あ
る
。
日
本
の
消
費
水
準
は
欧
米

先
進
国
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
世
界
1
7

0
カ
国
中
、
約
1
0
0
番
目
で
あ
る
。
明

ら
か
に
低
い
。
ち
な
み
に
発
展
途
上
国
の

平
均
は
日
本
と
同
じ
55
o
で
あ
る
。

先
述
の
通
り
、
日
本
の
果
物
は
高
級
化

し
て
き
た
。
ひ
と
つ
の
発
展
指
標
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
果
物
の
消
費
量
は
著
し
く

少
な
い（
輸
入
品
を
含
め
て
も
）。ま
た
、
国

内
生
産
も
大
き
く
後
退
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
現
象
を
ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の
か
。

果
物
は
身
体
に
良
く
、
果
物
を
食
べ
る

こ
と
は
消
費
者
の
効
用（
満
足
）を
高
め
る

と
い
う
前
提
か
ら
言
え
ば
、
1
人
当
た
り

消
費
量
が
国
際
的
に
み
て
著
し
く
低
い
と

い
う
日
本
の
現
状
は
、
好
ま
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
果
物
産
業
は
、
市
場
成
果
は
良

好
と
は
言
い
が
た
い
。

日
本
の
果
物
消
費
量
は
国
際
的
に
低
い

と
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
果
物
の

高
級
化
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
生
食
用
主
体
で
、
加
工
用

が
少
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
も
っ
と
安
価
な

ジ
ュ
ー
ス
等
が
供
給
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
消
費
者
は
も
っ
と
消
費
を
増

や
し
た
い
、
し
か
し
高
く
て
手
が
出
な
い

の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
日
本
の
果
物

市
場
は
消
費
者
の
効
用（
満
足
）を
十
分
に

満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

千
疋
屋
総
本
店
は
高
所
得
層
を
顧
客
に

成
長
し
て
き
た
。
一
私
企
業
と
し
て
は
そ

れ
で
良
い
。
果
物
文
化
の
創
始
者
で
あ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
問
題
は
、

一
般
庶
民
を
含
む
消
費
者
を
豊
か
に
す

る
、
千
疋
屋
に
代
わ
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の

出
現
が
待
た
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
消
費
者
を
満
足
さ
せ
る
供
給
責
任
と

い
う
点
で
は
、
果
物
業
界
は
生
産
者
も
、

流
通
業
者
も
、
輸
入
業
者
も
、
政
策
の
対

応
も
、
十
分
に
は
応
え
て
こ
な
か
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

千
疋
屋
総
本
店
は
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
代
々
の
経
営
革
新
に
よ
っ
て
老
舗

の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
こ
そ
老
舗
の
秘
訣
だ
。
し
か
し
、
そ
の

間
、
変
わ
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
家
訓
と

店
是
で
あ
る
。
3
代
目
が
考
案
し
た
店
是

は
「
一
客
、
二

店
、
三

己
」
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
商
品
や
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
考
え
、
次
に
店
の
繁
栄
や
従
業

員
を
大
切
に
し
、
自
分
の
こ
と
は
後
回
し

に
せ
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
大
島
家
の
家
訓
は「
勿
奢（
お
ご

る
こ
と
な
か
れ
）、
勿
焦（
あ
せ
る
こ
と
な

か
れ
）、
勿
欲
張
（
よ
く
ば
る
こ
と
な
か

れ
）」で
あ
る
。
現
社
長
・
大
島
博
氏
に
よ

る
と
、
こ
う
し
た
家
訓
や
店
是
が
根
底
に

流
れ
て
い
る
お
陰
で
、
バ
ブ
ル
経
済
に
も

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
の
れ
ん
を
守
り

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

「
当
主
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
自
分
の
代

で
の
れ
ん
を
更
に
輝
か
せ
、
次
の
世
代
に

繋
ぐ
も
の
で
あ
る
と
い
う
父
の
考
え
も
、

私
に
と
っ
て
大
切
な
教
え
の
ひ
と
つ
で

す
」（
N
P
O
法
人
東
京
中
央
ネ
ッ
ト
、
2
0
0
4
年
6

月
今
月
の
顔
、
大
島
博
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
引
用
）。

大
島
社
長
は
リ
バ
イ
タ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
90
年
代
の
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
で

法
人
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
。
そ
う
い
っ
た

中
で
98
年
に
社
長
に
就
任
し
た
6
代
目

は
、
法
人
か
ら
個
人
需
要
へ
の
シ
フ
ト
戦

略
を
目
指
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
大
き

な
転
換
で
あ
る
。
02
年
に
は
若
い
世
代
を

狙
っ
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
変
え
た（
漢
字

か
ら
ロ
ー
マ
字
へ
変
更
）。
ブ
ラ
ン
ド
が

進
化
し
た
。
守
る
も
の
、
変
え
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
変
革
す
べ
き
も
の
、
こ
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス（
組
み
合
わ
せ
）が
老
舗
ブ

ラ
ン
ド
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
秘
訣
と

い
え
よ
う
。

オ
ラ
ン
ダ 

ギ
リ
シ
ャ 

デ
ン
マ
ー
ク 

オ
ー
ス
ト
リ
ア 

イ
タ
リ
ア 

ノ
ル
ウ
ェ
ー 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

メ
キ
シ
コ 

カ
ナ
ダ 

イ
ギ
リ
ス 

イ
ス
ラ
エ
ル 

米
国 

ス
ペ
イ
ン 

ド
イ
ツ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

ブ
ラ
ジ
ル 

フ
ラ
ン
ス 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

韓
国 

日
本 

中
国 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

ロ
シ
ア 

南
ア
フ
リ
カ 

イ
ン
ド 

（資料）FAOSTAT：Food Balance Sheets 2003． 

単位：Kg
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表③　1人当たり年間果物消費量の国際比較（2003年）


